


平成29年度 八代市教育サポートセンター

道徳教育研究部会

須藤 聡 （有佐小） 中嶋 春美（代陽小） 江﨑 倫子（金剛小） 田口 忠博（八千把小）

西﨑 彰訓（龍峯小） 岩本 隆宏（第一中） 村岡 成子（第二中） 桑原 理子（学校教育課）

（ア）主に「生徒の学習状況」をとらえた評価
●「裏庭でのできごと」の学習で、過ちを犯した自分をご

まかすのは誠実ではないと、仲間の意見を聞きながら

じっくり考える様子が見られた。

●「橋にかけた夢」（熊本の心）の学習で、困難に負けず

意志を貫き通した主人公の深い郷土愛に気づくことが

できた。発言や感想文から学習テーマについて深く考え、

仲間の意見からも学ぼうとする謙虚な姿勢がうかがえ

た。

（イ）主に「多面的・多角的な見方」への発展をとらえた評価
●感想文から、道徳的価値をさまざまな側面から広くとら

えていることがわかった。自分の考えを深めて積極的

に発表し、クラスの仲間によい刺激を与えた。

●「美しい母の顔」では、母親の優しさや強さを一人の人

間の中にある母性や父性とらえ、自分の家族に対して

の深い愛情が感じられる感想を発表し、クラスの仲間

の共感を得た。

（ウ）主に「自分自身との関わり」での深まりに関する評価
●「一冊のノート」の学習で、家族について自分なりの考

えをしっかりと感想文に書き、自分の生活や生き方の

問題として考えていた。

●友情について考える授業では、自分の体験と重ねて考

え、「自分では気づかないうちに傷つける言葉を言って

いるかもしれない」と発言し、それを克服するためにど

のようにすればよいか友達との議論を通してさらに考え

を深めていた。

（エ）「道徳性に係る成長の様子」をとらえた全体的な評価
●道徳の授業を通して、これまでの自分を振り返りなが

ら道徳的な課題について深く考えるようになった。

●主人公の生き方を自分の経験と照らし合わせ、自分の

感情をコントロールすることの重要性、困難や失敗にめ

げず最後までやり抜く大切さについてじっくり考えるよう

になった。

参考文例 【中学校】

（ア）主に「児童の学習状況」をとらえた評価
●登場人物の役を演じる場面では、役になりきって思
いを積極的に表現した。また、友達の意見について
深く考えることができた。
●広い心をもつことの大切さなどについて話し合う場
面では、自分の経験を素直に振り返りながら、自分
の考えを進んで伝える姿が見られた。

（イ）主に「多面的・多角的な見方」への発展をとらえた評価
●親切の多面性について、積極的にグループで話し
合いながら、道徳的価値をとらえようとする姿が見ら
れた。
●登場人物の葛藤する場面について、さまざまな立
場での思いに立って、発表することができた。

（ウ）主に「自分自身との関わり」での深まりに関する評価
●正しいと思ってもなかなかできない自分に真剣に向
き合い、正しいことを自信をもって行うことの大切さ
について考えを深めることができた。
●振り返りの場面で、自分の弱さを素直に話す姿など
から、ありのままの自分の姿をしっかりと見つめてい
ることがうかがえた。

（エ）「道徳性に係る成長の様子」をとらえた全体的な評価
●教材の中の主人公に共感しながら、自分だったら
どうするか考え、よりよい生き方について明確にしよ
うとする前向きな姿が見られるようになった。
●道徳ノートに書く場面では、自分が大切にしたいと
考えたことだけでなく、友達の意見も書き加えること
で、自分を高めようとするようになった。

参考文例 【小学校】

【引用文献・参考文献】『小学校学習指導要領』／『中学校学習指導要領』／『小学校学習指導要領解説道徳編』文部科学省ＨＰ／

『中学校学習指導要領解説道徳編』文部科学省ＨＰ／ 『「道徳科」評価の考え方・進め方』永田繁雄編（教育開発研究所）／

『道徳教育』2017年７月号（明治図書）／『「特別の教科道徳」授業＆評価完全ガイド』田沼茂紀編著（明治図書）
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